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※プログラムやカリキュラムは変更になる場合があります。　※各プログラムの詳細については担当学科・部署へお問い合わせください。

全学科向け海外プログラム

学科限定海外プログラム

国際課協定留学 P.3 ～ 4、 P.9 ～ 10参照

国際課認定(SAP)留学 P.3 ～ 4、 P.11 ～ 12参照

学外学修推進センター事務課短期語学研修 P.3 ～ 4、 P.13 ～ 14参照

学外学修推進センター事務課フィールド・スタディーズ
（海外プログラム）

1年次の必修科目（一部学科を除く）として1年次の夏期休暇に1週間～2週間程度学
外で学ぶフィールド・スタディーズの海外プログラム。学科横断型。
〈2025年度募集プログラムの例〉 ・白象の国（タイ）

学外学修推進センター事務課フィールド・スタディーズ発展
（全学）

社会の課題に対して解決策を提示し、世界の幸せをカタチにするHappiness Creator
の育成を目指す学科横断型科目。
〈2025年度募集プログラムの例〉・アジアの風（台湾・タイ・マレーシアなど）

制度名 内　容 担当部署

グローバルコミュニケーション学科
グローバルコミュニケーション学科のカリキュラムに含まれる2年次前期に約4か月間全員が留学す
るプログラム。アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド等の本学協定校への派遣を予定。

学外学修推進センター事務課

学科の専門に特化し、社会の課題に対して解決策を提示し、世界の幸せをカタチにするHappiness 
Creatorの育成を目指す学科科目。
〈2025年度募集プログラムの例〉
●教育海外研修(オーストラリア)  ●保育・教育海外研修(フランス)
●フィールド・スタディーズ発展(看護)(カンボジア)

日本語コミュニケーション学科

日本語教育に関心がある学生を対象とした日本語教育の海外実習のための派遣プログラム。 実際
に現場で教育活動に参加することを通して、海外の日本語教育の現状に対する理解を深め、異文化
交流を経験できる貴重なプログラムである（対象学年：2・3年生）。 具体的には、アジア諸国の各協定
校（2024年度はタイ、台湾、ベトナム）に2～3週間滞在し、主に 教壇実習、授業観察と日本語学習の
サポート、自らが企画したワークショップなどを実施する （国内での事前・事後研修あり）。また、現
地の日本語教育機関への視察なども行う。 
〈2025年度の派遣予定〉タイ、台湾等 
※ 2025年度日本語パートナーズ派遣プログラム（大学連携インターン）申請予定

幼児教育学科
資格や免許に関する実習を終えたのち、4年次秋に実施される。2週間、ドイツ（デュッセルドルフ）の
現地認可園（日本人の子どもも通う園）で、保育者として就業体験を行い、各国の保育者の役割、保育
の考え方等について体験的に学修する。

薬学科

米国オレゴン州パシフィック大学薬学部において、短期交換留学としてPharm Dプログラム（臨床
薬学講義、医療施設での実務研修等）を学修する。派遣時期は、学内選考（書類・面接）を経て、実務
実習終了後の５年次後期4週間。卒業研究の活動の一環として、評価に加味される。臨床薬剤師業
務・教育に興味のある学生にとっては非常にメリットの大きい留学プログラムである。2025年度はハ
ワイ大学ヒロ校への派遣も実施予定

社会福祉学科

多文化共生や海外で活躍するソーシャルワーカーに関心がある学生を対象とした実習プログラム。
海外のNGO等を訪問し、現地の課題の緩和・解決を試みる演習等を通して学びを深める。海外で
ソーシャルワークを学ぶ学生との交流も行う。
〈これまでの渡航先実績〉カンボジア（シムリアップ）、アメリカ（ハワイ）、韓国（ソウル）
〈2025年度派遣予定実習先〉モンゴルの首都ウランバートルおよび近郊に1週間滞在する予定。
研修内容は、モンゴルの文化や歴史、ソーシャルワーク実践について、講義や体験を通じて理解を深
めるとともに、児童・高齢・障がい等の領域における現地の課題や支援について、関連機関・事業所
等への訪問や演習等を通して学び、日本との共通点と相違点を考察する。

アントレプレナーシップ学科

グローバルコミュニケーション学科
全員留学

フィールド・スタディーズ発展
（学科）

日本語コミュニケーション学科
海外インターンシップ

幼児教育学科
保育インターンシップ（海外）

ウェルビーイング学科

当学科は、世界がキャンパスと考えている。このプログラムでは、現地に赴き、現地の現状を理解し多
様な価値観を尊重すること、国際的視野を持って世界で活躍する力を育成することを目的としている。
「国際コミュニケーション」の講義での学びをベースにして、渡航前にどんなところでも対応できるレ
ジリエンスの力を育み、フィジー、オーストラリア、スウェーデン、ハワイ、フランスにおける体験を通し
て、学びを得る。
※2025年度以降実施の予定
※原則として、ウェルビーイング学科の学生を対象とします。他学科の学生の募集については詳細が決まり次第お知
らせいたします。

ウェルビーイング学科
海外インターンシップ

薬学科
アメリカ短期交換留学プログラム

社会福祉学科
多文化ソーシャルワーク研修

アントレプレナーシップ学科
グローバルアントレプレナー

（海外研修）

2年次全員が参加するプログラム。海外で活躍するスタートアップ企業を訪問し、グローバル市場に
おけるスタートアップの現状及び海外市場の重要性を体感し、自身の持つスタートアッププランを磨
き上げる。

制度名 内　容 担当学科・部署

武蔵野大学 海外留学・研修プログラムの紹介
武蔵野大学では、留学ガイドで紹介している長期・短期留学以外にもフィールド・スタディーズや学科特有の
プログラムなど、数多くの海外研修プログラムを用意しています。ここでは主な海外プログラムを紹介します。

Q

海外大学院進学体験談

大学在学中に、学内制度を利用してカンタス航空でのインターンシップへ参加。その他、埼玉県親善大使とし
て豪州ゴールドコーストでの活動や、日中友好大学生訪中団、内閣府国際青年育成交流事業航空機派遣に参
加をし、積極的に海外・異文化経験を行った。大学卒業後は日系半導体メーカーに入社。現在は、国立台湾大
学大学院に在学している。

進学先 ： 国立台湾大学（台湾）
専攻 ： Department of Environmental Systems Engineering

　海外に住んでみたい、外国の文化を体感してみたいという想
いがきっかけですが、学部生時代に海外研修等に参加し、「海
外で生活してみたい。できそうだ。」と、徐々に思いが強くなって
きました。また、大学院への進学を検討している際に、海外の方
が奨学金など学費のサポートが得やすいと分かったことが海
外大学院進学の決め手の一つとなりました。

　進学先は、主に次の理由から選びました。
　・台湾大学の担当教授が、自分の研究したいテーマで快く迎えくれ
　たこと
　・研究室が他国の研究機関とも繋がりが深く、頻繁にミーティングが
　あること
　・台湾や台湾大学における留学生のサポートが手厚いこと
　・欧米からの留学生も多く、幅広い交友関係が期待できたこと
　・英語で修了でき、さらに中国語の学習もできること

大学院進学、現在進学先を
選ばれた理由を教えてください

Q 大学院での研究内容を教えてください。

Q 大学院で苦労されていることはありますか？

Q 大学院進学に向けて、学部在学中に
準備しておくべきことを教えてください

Q 後輩のみなさんへ、海外大学院進学の
ススメ（アドバイス）をお願いします

Q 大学院進学の準備について教えてください

　海外大学院進学の準備は3年生後期頃から開始しました。
具体的には、英語資格試験のため、大学の英語の授業でネイ
ティブの先生とスピーキング、ライティングの対策をしたり、履
歴書（CV）を書くにあたっては、理科教職課程を履修していた
ため、環境学×教育×国際活動のような掛け算をしていくイ
メージで、海外研修やボランティア・自治体での活動をしたこ
とをまとめました。

　大学院では、水流域管理の研究分野で地下水と生態系に関
する課題について工学的手法を用いて調べています。また、専
攻科で生態環境計画と水土資源工学の分野から、生産環境/
生活環境/生態環境の改善・保護のためのアプローチを行って
います。
　そのほか、必修としてゼミや論文読解、選択科目として水文
学や流域管理、環境系統分析などを履修しています。自分が所
属している研究科の授業は英語で行われます。

　苦労していることは、やはり言葉の壁です。お互い英語は第
二言語のため、会話に時間がかかるほか、誤解が生じやすくな
ります。そのため、図や絵を用いたり、他の人へ説明したり議論
するときはタブレットやノートも使ってお互いに書き込みなが
ら会話をするようにしています。

　自分のこれまでの経験から、在学中に大学内外で積極的に
様々な活動に挑戦してみることをお勧めします。大学一年生の
皆さんは大学生活に慣れるのも大変だと思います。まずは、
MUSCATで公募しているイベントに積極的に参加することか
ら始めてみるとよいでしょう。そして二年生以降は、地方自治体
や、政府、NPO団体など、インターネットから興味のある分野
の情報を探して参加してみると楽しいです。
　専門分野と異なるテーマの施設見学ができたり、個人で訪問
することが難しい場所へ行くことができたり、視野を広げる
チャンスがたくさんあります。

　興味がある！楽しそう！で行動してみるとどんどん視野が広
がっていきます。そして海外大学にはそういうような留学生も多
く、彼らも苦労しつつも楽しみながら生活しているように感じ
ます。
　また、「楽しそう」と「不安」が交わるところに飛び込んでみる
と、良い経験・良い思い出にもなると思います。まだまだ海外大
学院進学はマイナーかもしれませんが、レアな経験として飛び
込んでみると面白いです！

酒巻  裕太 さん

海外大学院に進学した先輩の体験談を紹介します。
先輩の体験をぜひご自身の進学準備の参考にしてください！

環境システム学科（2019年卒業）

※出願には英語能力を証明する資料、成績証明書、履歴書（CV）、研究計画書、
　推薦状などが一般的に必要となります。

▲ 学科の教室
▲ 大学の農業試験場の様子




